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宮
城
朝
陽
同
窓
会

一
日
　
時
　
平
成
七
年

一
月
二
十
二
日
（月
）

〈ム
　
場
　
中
国
飯
店

「樋
鳳
苑

・

出
席
者
　
（敬
称
略
）

島
内
　
一ム
文
（中
３
回
）

本
間
　
Ｉ
樹
（中
１３
回
）

斉
藤
　
尚
生
（新
１
回
）

高
橋
　
山
巳
（新
Ｉ
国
）

永
洋
　
秀
夫
（新
２
回
）

小
野
寺
　
茂
（新
２
回
）

岩
井
　
銭
也
（新
４
回
）

平
川
　
直
弘
（新
６
回
）

大
藤
　
音響
賞
新
ｌｏ
回
）

武
田
　
幸
雄
（新
‐０
回
）

倉
成
　
正
也
（新
ｎ
回
）

野
崎
　
　
正
（新
３０
回
）

谷
絶
　
　
一員
（新
Ю
回
）

山
本
恵
美
子
（新
３２
回
）

偽
（賠

）
貯

　

「
案

〓
ニ

一
大
泉
　
　
潤
（新
３４
回
）

藤
原
　
幸
裕
（新
拠
回
）

高
橋

　

一
隆
（新
部
回
）

一二
好
　
　
理
（新
３７
回
）

野
口
　
　
彬
（新
３７
回
）

小
松
　
体
二
（新
田
回
）

大
田
　
幣
文
（新
”
回
）

古
田
　
　
一死
（新
３９
回
）

至
橋
　
俊

一
（新
盤
回
）

一二
浦
　
　
修
（新

４３
回
）

川
崎
　
智
子
（新
“
国
）
　

　

　

以
上
二
十
五
名

定
刻
午
後
六
時
よ
り
朝
陽
同
窓
会
本
部
事
務
局

豊
洋
弘
正
氏
よ
り
送
ら
れ
て
来
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

「
六
中
魂
、
第

一
回
償
制
中
学
校
歌
祭
、
新
宿
高

音
楽
の
夕
べ
他
」
を
映
し
、
懐
か
し
み
ま
し
た
。

引
き
続
き
岩
井
幹
事
（東
北
緑
化
環
境
専
務
）
司
会

の
も
と
開
会
、
は
じ
め
に
阪
神
本
旋
災
の
犠
牲
者

お
よ
び
去
る

一
月
二
十

一
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
元

会
員
鈴
木
井
之
氏
（ガ
イ
ア
ー
ト
ク
マ
ガ
イ
取
締

役
北
関
東
支
店
長
）
の
ご
冥
一福
を
祈
り
黙
祐

い
た

し
ま
し
た
（
続

い
て
佐
広
敦
久
会
長
が
病
後
の
た

め
欠
席

い
た
し
ま
し
た
の
で
高
橋
由
巳
副
会
長

（東
北
電
力
備
副
社
長
）
の
ご
換
拶
、
三
陸
は
る
か

沖
地
震
に
続
き
阪
神
大
震
災
の
災
害
に
あ
わ
れ
た

方
々
に
深
く
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
最
近
の
世
情

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
頂
き
、
島
内
名
誉

会
長
（東
北
大
学
名
誉
教
授
）
の
乾
杯
の
音
預
で
会

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
の

今
回
は
、
は
じ
め
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
方
が
門

ｌ
ｉ
…
…
支
部
だ
よ
り

-

名
お
り
、
三
名
は
今
回
の
新
会
員
で

一
名
は
前
回

の
新
会
員
と
、
新
し
い
会
員
の
出
席
が
多
く
に
ぎ

や
か
な
宴
と
な
り
ま
し
た
。
岩
井
司
会
よ
り
新
会

員
の
紹
介
の
あ
と

一
人
ず
つ
自
己
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
新
会
員
は
次
の
方
々
で
す
ｏ
永
洋
秀
夫
氏

（知
的
財
産
サ
ー
ビ
ス
社
長
）
、
倉
成
正
也
氏
（東

北
イ
ン
テ
リ
ジ

エ
ン
ト
通
信
部
長
）
、
藤
原
幸
裕

諄
父
ジ
ョ
ン
ソ
ン
エ
ン
ド
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
メ
デ
ィ
カ

ル
）
、
谷
縄
貢
氏

（博
報
堂
）
ｃ
な
お
東
北
大
学
に

入
学
さ
れ
た
学
生
は
、
小
泉
贅
治
君
（医
学
部
）
、

品
田
登
志
雄
君

（経
済
学
部
）
、
橋
本
典
文
君
（理

学
部
）
２

二
名
で
試
験

の
た
め
欠
席
で
し
た
。

続

い
て
恒
例
の
自
己
紹
介
、
仕
事
の
Ｐ
Ｒ
等
が

あ
り
、
新
会
員
も
懐
旧
の
情
を
あ
た
た
め
な
が
ら

に
ぎ
や
か
な
会
と
な
り
、
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー

し
て
も
う

一
度
ビ
デ
オ
で
新
宿
高
校
の
新
校
歌
を

な
が
し
記
念
写
真
を
撮
り
、
六
中
健
児
の
歌
を
全

員
で
合
唱
し
て
三
々
五
々
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

転
入
者
へ
　
宮
城
県
に
転
勤
、
入
学
さ
れ
ま
し

た
折
は
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
宮
城

朝
陽
同
窓
会
名
簿
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
来
年

の
新
年
会
の
ご
案
内
も
い
た
し
ま
す
ｏ

事
務
局
仙
台
市
青
業
区
上
杉

一
丁
目

一
七
―
二
〇

セ
ン
ト
北
四
ビ
ル
機
セ
ン
ト
内
　
本
問
正
樹

な
〇
三
二
―
一
一六

一
―
工全
ハ
人
八

内
線
五
〇
〇


